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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

仙
北
市
は
田
沢
湖
町
、
角
館
町
、
西

木
村
が
合
併
し
て
平
成
17
年
に
誕
生
し

ま
し
た
。

　

年
が
明
け
た
こ
の
時
期
の
本
市
は
一

面
雪
景
色
。
上
桧
木
内
の
紙
風
船
上
げ
、

カ
ン
デ
ッ
コ
上
げ
、
火
振
り
か
ま
く
ら

な
ど
、
地
区
ご
と
の
小
正
月
行
事
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。
ま
た
国
体
を
何
度
も
開

催
し
た
「
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
」
で
は
、

華
や
か
に
雪
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

雪
が
解
け
る
と
、
市
内
は
水
芭
蕉
、

福
寿
草
、
片
栗
、
桜
、
雪
椿
な
ど
草
木

が
一
気
に
芽
吹
き
、
ま
さ
に
北
国
の
春

を
満
喫
で
き
ま
す
。
田
沢
湖
地
域
は
、

水
深
日
本
一
の
田
沢
湖
、
高
山
植
物
の

宝
庫
で
知
ら
れ
る
秋
田
駒
ヶ
岳
、
玉
川
、

乳
頭
、
水
沢
、
田
沢
湖
高
原
な
ど
、
全

国
ブ
ラ
ン
ド
の
温
泉
群
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
角
館
地
域
は
藩
政
時
代
か
ら
の

町
割
り
が
残
る
武
家
屋
敷
群
、
そ
の
通

り
を
中
心
に
枝
垂
れ
桜
が
咲
き
誇
り
、

市
内
を
流
れ
る
桧
木
内
川
の
堤
に
は
、

２
㎞
に
わ
た
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
花
の

ト
ン
ネ
ル
が
続
き
ま
す
。
ま
た
西
木
地

域
は
緑
豊
か
な
農
村
部
で
、
林
業
や
稲

作
が
中
心
で
す
。
特
産
の
西
明
寺
栗
栽

培
地
に
は
、
春
の
一
時
、
紅
紫
色
の
片

栗
が
野
辺
を
覆
い
、
そ
の
規
模
は
20‌

ha

と
全
国
随
一
。
ま
さ
に
花
園
で
す
。

全
域
に
地
域
運
営
体

　

行
政
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

市
民
団
体
が
「
地
域
運
営
体
」
で
す
。
昭

和
の
大
合
併
以
前
の
地
域
（
小
学
校
区
）

を
単
位
と
し
、
全
市
内
９
地
域
で
組
織

さ
れ
、
そ
の
地
域
の
市
民
・
団
体
・
集

落
会
・
町
内
会
が
参
加
し
、
地
域
再
生

や
自
主
防
災
な
ど
、
自
ら
の
発
案
で
事

業
計
画
を
練
り
上
げ
、
総
会
に
諮
り
決

定
し
ま
す
。
事
業
財
源
は
市
が
上
限

５
０
０
万
円
ま
で
交
付
し
ま
す
。
運
営
体

を
含
め
、
す
べ
て
の
市
民
・
団
体
と
手
を

携
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
進
む
思
い
で
「
市

民
と
市
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」
の
制
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
各
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
市
民

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
、
各
地
区
に
開
設

予
定
で
す
。
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
配
属

す
る
市
職
員
を
地
域
職
員
と
位
置
付
け
、

地
域
運
営
体
と
一
緒
に
見
守
り
・
防
災
・

ご
用
聞
き
活
動
な
ど
に
当
た
り
ま
す
。

職
員
が
地
域
に
飛
び
出
す
、
よ
ろ
ず
サ
ー

ビ
ス
の
前
線
基
地
で
す
。
限
界
集
落
・

地
域
存
続
政
策
と
考
え
、
危
機
的
現
状

に
あ
る
地
域
を
守
る
取
り
組
み
を
強
化

し
ま
す
。
合
併
と
は
反
対
側
に
あ
る
取

り
組
み
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
東
日
本
大
震
災
後
に
注
目
さ
れ
て

い
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
こ
そ
、

市
が
市
と
し
て
成
立
し
、
発
展
で
き
る

パ
ワ
ー
に
な
る
こ
と
を
確
信
し
ま
す
。

所
得
向
上
に
向
け
た 

総
合
産
業
研
究
所

　

本
市
は
、
全
県
一
の
観
光
地
で
あ
り

な
が
ら
、
所
得
水
準
は
県
内
25
市
町
村

中
の
22
位
（
平
成
18
年
統
計
）
と
低
迷
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
産
業
育
成
・
雇
用

拡
大
で
所
得
の
向
上
を
図
ろ
う
と
、
総

合
産
業
研
究
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
主

な
活
動
分
野
は
、
食
品
産
業
群
の
育
成

や
消
費
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
で
す
。
未

利
用
と
な
っ
て
い
る
地
域
資
源
を
掘
り

起
こ
し
、
生
産
・
加
工
・
流
通
・
販
売

の
各
ス
テ
ー
ジ
を
徹
底
支
援
し
ま
す
。

内
包
す
る
組
織
に
農
山
村
体
験
デ
ザ
イ

ン
室
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
教
育
旅

行
・
社
員
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
、
ま

た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
な
ど
を

一
手
に
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

厚
生
労
働
省
の
事
業
で
設
置
し
た
新
ビ

ジ
ネ
ス
実
践
チ
ー
ム
。
こ
の
チ
ー
ム
で

は
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
と
他
産
業
の
マ
ッ
チ

ン
グ
、
首
都
圏
な
ど
で
の
物
販
活
動
や

ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

自
治
体
外
交
で
交
流
促
進

　

市
と
県
、
そ
れ
に
地
方
鉄
道
の
職
員

が
混
在
し
て
い
る
仙
北
市
ツ
ー
リ
ス
ト

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
略
称

Ｔ
Ｉ
Ｃ
）
は
、
市
と
県
が
機
能
合
体
し
た

秋
田
発
の
仕
組
み
で
、
県
観
光
の
玄
関

口
と
し
て
不
可
欠
な
組
織
で
す
。
例
え

ば
デ
パ
ー
ト
の
１
階
が
楽
し
け
れ
ば
、

お
客
さ
ま
は
ど
ん
ど
ん
上
階
に
上
が
っ

て
い
き
ま
す
。
秋
田
デ
パ
ー
ト
１
階
部

分
の
役
割
を
Ｔ
Ｉ
Ｃ
が
担
お
う
と
し
て

い
ま
す
。
新
た
な
滞
在
メ
ニ
ュ
ー
を
市
の

枠
を
超
え
て
造
成
し
た
り
、
そ
れ
ら
を

販
売
し
た
り
が
日
常
の
業
務
の
柱
で
す
。

　

ま
た
合
併
前
、
各
々
で
活
動
し
て
い
た

観
光
協
会
が
、
田
沢
湖
・
角
館
観
光
連
盟

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
平
成
23
年
10
月
に

は
、
都
内
２
カ
所
で
「
秋
田
美
人
１
０
０

人
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
。
秋
田
美
人

に
よ
る
チ
ラ
シ
配
布
、

宿
泊
ク
ー
ポ
ン
や
商
品

引
換
券
に
よ
る
誘
客

宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
震

災
後
の
日
本
に
元
気

を
取
り
戻
す
取
り
組

み
」
と
高
い
評
価
を
い

た
だ
き
、
参
加
者
全

員
に
溝
畑
宏
観
光
庁

長
官
よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
内
の
交
流
で
は
、
姉
妹
都
市
に
長
崎

県
大
村
市
、
連
携
交
流
提
携
都
市
に
秋

田
県
秋
田
市
、
茨
城
県
常
陸
太
田
市
、
災

害
時
防
災
協
定
都
市
に
山
形
県
新
庄
市
・

茨
城
県
高
萩
市
、
愛
媛
県
東
温
市
な
ど

と
強
い
絆き

ず
なを

結
び
合
っ
て
い
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
直
後
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
交
流

の
あ
る
都
市
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
即
座

に
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
距

離
の
離
れ
た
自
治
体
と
の
交
流
は
、
文
化

的
な
交
流
の
ほ
か
、
災
害
時
の
相
互
協
力

の
た
め
に
も
普
段
か
ら
密
に
す
る
大
切

さ
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
思
い
で
す
。

　

平
成
23
年
は
さ
ら
に
交
流
都
市
が
増

え
ま
し
た
。
そ
の
前
年
、
70
年
前
に
絶

滅
し
た
と
さ
れ
て
い
た
田
沢
湖
固
有
魚

「
ク
ニ
マ
ス
」
が
、
山
梨
県
富
士
河
口
湖

町
の
西
湖
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ご
縁
で
平
成
23
年
10
月
、
西
湖
と
田
沢

湖
の
姉
妹
湖
提
携
を
結
び
、
ク
ニ
マ
ス

保
全
活
動
や
相
互
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

い
ず
れ
は
酸
性
水
に
侵
さ
れ
た
田
沢
湖

の
再
生
を
図
り
、
ク
ニ
マ
ス
の
里
帰
り

を
果
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ジ
ア

の
各
地
域
を
商
圏
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
取
り

組
む
こ
と
も
標
ぼ
う
し
て
い
ま
す
。
平
成

23
年
８
月
、
台
湾
（
台
北
市
）
の
北
投
温

泉
と
仙
北
市
の
玉
川
温
泉
が
姉
妹
温
泉

提
携
を
結
び
ま
し
た
。
本
年
は
、
台
湾

（
高
雄
市
）
の
澄
清
湖
と
田
沢
湖
が
姉
妹

湖
提
携
し
て
か
ら
25
周
年
を
迎
え
る
こ

と
も
あ
り
、
台
湾
交
流
は
さ
ら
に
加
速

し
ま
す
。
ま
た
韓
国
ド
ラ
マ（
ア
イ
リ
ス
）

の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
こ
と
で
、
韓
国
か
ら

の
お
客
さ
ま
が
震
災
前
は
急
増
し
た
経

緯
が
あ
り
、
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
る

今
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
決
定
し
て
い

る
韓
国
に
、
強
力
に
Ｐ
Ｒ
し
、
た
ざ
わ
湖

ス
キ
ー
場
で
の
強
化
合
宿
の
売
り
込
み

を
開
始
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
市
民
と
の
協
働
作
業

　

世
界
的
な
不
況
の
中
、
市
は
雇
用
問

題
や
医
師
不
足
な
ど
、
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
チ
ャ
ン
ス
は
い
つ
も

ピ
ン
チ
の
姿
を
借
り
て
や
っ
て
来
ま
す
。

大
切
な
心
持
ち
は
夢
を
諦
め
な
い
こ
と
、

そ
し
て
悲
観
し
な
い
こ
と
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
市
民
を
信
頼
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
市
民
と
の
協
働
作
業

と
な
り
ま
す
。
私
は
そ
の
動
力
源
、
エ

ン
ジ
ン
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仙せ
ん
ぼ
く北
市（
秋
田
県
）

仙
北
市
長
　
門か

ど
わ
き脇
光み

つ
ひ
ろ浩

小
さ
な
国
際
交
流
都
市
を
目
指
し
て
！

台北市庁舎において開催された北投温泉・玉川温泉姉
妹温泉提携協定調印式

◆ 

面
積　
　

１
０
９
３
・
64
㎢

◆ 

人
口　
　

２
万
９
９
７
４
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
８
４
２
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
小
さ
な
国
際
交
流
都
市  

仙
北
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
森
と
川
と
湖
、
さ
ま
ざ
ま

な
泉
質
の
温
泉
群
、
そ
し
て
歴
史
的
な
建

造
物
な
ど
、
自
然
、
癒
し
、
歴
史
文
化
に
恵

ま
れ
た
美
し
い
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
９
月
20
日
、
田

沢
湖
町
、
角
館
町
、
西
木
村
が
合
併

〔
特
産
品
〕
米
、
地
ビ
ー
ル
、
漬
物
、
西
明
寺

栗
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど

〔
観
光
〕
角
館
の
武
家
屋
敷
、田
沢
湖
、駒
ヶ

岳
、
玉
川
・
乳
頭
・
水
沢
・
田
沢
湖
高
原

温
泉
郷
、
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
田
沢
湖
刺
巻
湿
原
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
ま
つ
り
、
八
津
・
鎌
足
か
た
く
り

群
生
の
郷
、
角
館
の
桜
ま
つ
り
、
た
ざ
わ

湖
ま
つ
り
、
戸
沢
氏
祭
、
角
館
の
お
祭
り
、

田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン

仙北市長

門脇光浩

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

秋田市

仙北市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

綾
瀬
市
は
、
神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
横
浜
へ
は
20
㎞
、
東
京
へ

は
40
㎞
と
い
う
首
都
圏
域
に
あ
り
な
が

ら
、
自
然
に
も
恵
ま
れ
、
大
山
・
丹
沢

山
塊
を
望
み
、
市
内
の
至
る
所
か
ら
、

富
士
山
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

綾
瀬
は
、
明
治
22
年
に
市
制
・
町
村

制
が
施
行
さ
れ
、
８
カ
村
が
合
併
し
「
綾

瀬
村
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
市
内
に
は
、

丘
陵
を
縫
う
よ
う
に
３
本
の
河
川
が
流

れ
、「
綾
瀬
」
の
由
来
は
、
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
瀬
が
綾
を
な
す
よ
う
に

流
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
取
っ
た
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
40
年
以
降
、
高
度
成
長
期
の
人
口

増
加
は
著
し
く
、
昭
和
35
年
に
８
３
０
０

人
程
度
で
あ
っ
た
人
口
は
、
20
年
後
の
昭

和
55
年
に
は
、
お
よ
そ
６
万
５
０
０
０
人

と
お
よ
そ
８
倍
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
自
動
車
関
連
を
は
じ
め
と
し
た
工

業
立
地
も
進
み
、
工
場
従
業
者
の
市
内

居
住
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
昭
和
53
年

11
月
１
日
市
制
を
施
行
し
、「
綾
瀬
市
」

と
な
り
、
平
成
元
年
４
月
「
綾
瀬
」
誕
生

１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
に
は
、
行
政
面
積
の

18
％
弱
を
占
め
る
厚
木
基
地
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
20
年
に
連
合
国
軍
最
高
司
令

官
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
が

こ
の
地
に
降
り
立
ち
、
戦
後
の
日
本
の

歴
史
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
内
初
！
の
国
指
定
史
跡

　

市
内
に
は
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
遺

跡
が
あ
り
ま
す
。
弥
生
時
代
の
環
濠
集

落
で
あ
る
吉
岡
の
神
崎
遺
跡
で
す
。
日

本
の
歴
史
上
、
特
に
重
要
な
史
跡
と
し

て
評
価
さ
れ
、
平
成
23
年
、
国
指
定
史

跡
と
な
り
ま
し
た
。
出
土
し
た
土
器
や

住
居
跡
に
東
海
地
方
の
影
響
が
強
く
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
愛
知
県
東

部
か
ら
静
岡
県
西
部
に
か
け
て
暮
ら
し

て
い
た
人
々
が
集
団
で
こ
の
地
に
移
動

し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
、
湧
水
な
ど
が
豊
富
で
緑
豊
か
な
住

み
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
遺
跡
は
環
濠
集
落
全
体

が
遺
存
し
て
い
ま
す
。
環
濠
集
落
は
全

国
各
地
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全

体
が
壊
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
の
は
珍

し
い
例
で
す
。
今
後
、
こ
の
国
指
定
史

跡
を
保
存
、
管
理
し
、
広
く
内
外
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
国
、
県
と
協

議
し
な
が
ら
、
遺
跡
の
保
存
や
活
用
の

た
め
、
整
備
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

緑
と
環
境
を
守
り
は
ぐ
く
む 

ま
ち
づ
く
り

　

こ
う
し
た
昔
か
ら
の
豊
か
な
自
然
、

広
が
り
の
あ
る
緑
に
包
ま
れ
た
空
間
の

中
で
、
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
憩

う
こ
と
の
で
き
る
場
と
し
て
、
多
様
な

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
配
置
し
た
、
綾
瀬
ス

ポ
ー
ツ
公
園
の
整
備
を
平
成
19
年
度
か

ら
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

既
に
人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
が

完
成
し
、
休
日
に
は
、
市
内
外
か
ら
多

く
の
利
用
が
あ
り
、
大
変
喜
ば
れ
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
中
に
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
６
面
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
も
完
成
す
る
予
定
で
、
こ
の
地
が

「
綾
瀬
の
ス
ポ
ー
ツ
の
中
心
」
に
な
り
、

人
々
が
集
う
に
ぎ
わ
い
と
ふ
れ
あ
い
の

拠
点
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　

本
市
に
は
、
長
い
間
、
都
市
の
中
心

と
な
る
拠
点
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
域
に
鉄
道
駅
が
無
く
、
近
隣
市
の
駅

に
近
い
市
域
外
縁
部
か
ら
市
街
化
が
進

ん
だ
こ
と
が
原
因
で
す
。
ま
た
市
内
に

は
、
前
述
し
た
厚
木
基
地
や
通
過
交
通

と
な
っ
て
い
る
東
名
高
速
道
路
、
東
海

道
新
幹
線
が
あ
り
、
市
域
を
分
断
す
る

要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
の
中
心
部
に
人
々
が
集

い
、
ふ
れ
あ
い
と
に
ぎ
わ
い
に
満
ち
た

中
心
市
街
地
を
形
成
す
る
た
め
、
タ
ウ

ン
セ
ン
タ
ー
計
画
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
市
役
所
周
辺
地
区
に
魅
力
あ
る
商

業
施
設
や
公
共
・
公
益
施
設
を
配
置
し
、

市
の
内
外
か
ら
人
々
が
訪
れ
る
活
力
あ

る
交
流
拠
点
と
す
る
と
と
も
に
、「
緑
と

文
化
が
薫
る
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち　

あ
や

せ
」
を
将
来
都
市
像
に
掲
げ
、
自
然
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
利
便
性
の
高
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
３
月
に
は
大
型
商
業
施
設

が
開
業
し
、
周
辺
に
も
商
業
集
積
が
進

ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
市
を
中
心
と

し
た
県
央
・
湘
南
地
域
の
生
活
利
便
性

の
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
策
と
し

て
、
東
名
高
速
道
路
に
接
続
す
る
「（
仮

称
）綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」

（
以
下
「
Ｉ
Ｃ
」）
設
置
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
本
Ｉ
Ｃ
は
、
県
央
・
湘

南
地
域
の
新
た
な
玄
関
口
と
な
る
も
の

で
す
が
、
本
市
で
は
、
主
要
幹
線
道
路

の
整
備
と
併
せ
て
、
広
域
交
通
ア
ク
セ
ス

利
便
性
を
生
か
し
た
新
た
な
産
業
拠
点

と
し
て
、
農
業
公
園
や
農
畜
産
物
直
売

所
の
設
置
な
ど
、
魅
力
と
に
ぎ
わ
い
に
満

ち
た
新
た
な
交
流
拠
点
を
形
成
す
る
と

と
も
に
、
農
商
工
の
各
産
業
の
特
徴
を

生
か
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

な
ど
に
よ
る
産
業
全
体
を
活
性
化
さ
せ

る
施
策
を
展
開
し
な
が
ら
、
工
業
・
農

業
の
高
度
化
、
農
産
物
・
畜
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
本
市
地
域
産
業
の

新
た
な
飛
躍
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

お
わ
り
に

　

本
市
に
は
、
豊
富
な
緑
と
自
然
環
境

が
あ
り
ま
す
。
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
計
画

な
ど
の
進
ち
ょ
く
に
伴
い
、
新
し
い
都

市
景
観
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

市
内
の
随
所
に
優
れ
た
景
観
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
潜
在
能
力
を
引
き

出
す
Ｉ
Ｃ
設
置
効
果
を
最
大
限
に
活
用

し
な
が
ら
も
、「
緑
と
文
化
が
薫
る
ふ
れ

あ
い
の
ま
ち　

あ
や
せ
」
を
目
指
し
、
こ

う
し
た
景
観
や
環
境
を
守
り
育
て
、
良

好
な
都
市
環
境
・
居
住
環
境
を
創
出
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
「
い
つ
ま
で
も
こ
の

ま
ち
に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
、

一
度
は
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
ま
ち
」

を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
本
市
で
は
こ

れ
か
ら
も
「
ふ
れ
あ
い
」
を
基
本
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

綾あ

や

せ瀬
市（
神
奈
川
県
）

綾
瀬
市
長
　
笠か

さ

ま間
城せ

い
じ
ろ
う

治
郎

緑
と
文
化
が
薫
る

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
を
目
指
し
て

国指定史跡となった神崎遺跡全景

市役所から眺める富士山

◆ 

面
積　
　

22
・
28
㎢

◆ 

人
口　
　

８
万
２
０
１
３
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
３
８
６
１
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
緑
と
文
化
が
薫
る
ふ
れ
あ

い
の
ま
ち　

あ
や
せ

〔
ま
ち
の
特
徴
〕西
に
大
山
・
丹
沢
山
塊
を
望

み
、
遠
く
富
士
の
秀
峰
を
仰
ぐ
相
模
野
台

地
に
位
置
し
、
中
小
河
川
が
丘
陵
を
縫
う

よ
う
に
流
れ
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
包

ま
れ
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
高
座
豚
手
づ
く
り
ハ
ム
・
ソ
ー

セ
ー
ジ
、
豚
み
そ
漬
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
高

座
ス
イ
カ

〔
観
光
〕
城
山
公
園
（
早
川
城
跡
）、
神
崎
遺

跡
（
国
指
定
史
跡
）、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
城
山
桜
ま
つ
り
、
ふ
れ
あ
い

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
、
綾
瀬
い

き
い
き
祭
り
、
あ
や
せ
文
化
芸
術
祭
、
綾

瀬
市
駅
伝
競
走
大
会

綾瀬市長

笠間城治郎

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

綾瀬市 横浜市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

京
都
府
北
部
に
位
置
す
る
福
知
山
市

は
、
京
阪
神
か
ら
ほ
ぼ
60
〜
70
㎞
の
距

離
に
あ
り
、
子
イ
ノ
シ
シ
「
ウ
リ
坊
」
の

背
に
子
ザ
ル
の
「
み
わ
ち
ゃ
ん
」
が
乗
る

こ
と
で
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た
福
知

山
市
動
物
園
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
植

物
園
な
ど
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
が
集
ま
る

三
段
池
公
園
、
戦
国
武
将
・
明あ

け
ち智
光み

つ
ひ
で秀

ゆ
か
り
の
福
知
山
城
な
ど
、
歴
史
と
自

然
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。

　

ま
た
、
郊
外
に
も
魅
力
あ
る
施
設
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
三
和
地
域
で
は
、
地

元
の
農
作
物
を
生
か
し
た
料
理
と
薬
草

風
呂
な
ど
が
楽
し
め
る
三
和
荘
や
、
日

本
で
現
存
す
る
数
少
な
い
産う

ぶ
や屋
が
見
ら

れ
る
大お

お
ば
ら原
神
社
。
銀
河
鉄
道
９
９
９
ゆ

か
り
の
夜
久
野
高
原
で
は
、
温
泉
、
地

場
野
菜
の
直
売
所
、
和
菓
子
作
り
な
ど

が
人
気
の
「
農の

う
し
ょ
う匠の
郷さ

と

や
く
の
」、
鬼
伝

説
が
今
も
残
る
大
江
山
連
峰
で
は
、
日

本
の
鬼
の
交
流
博
物
館
、
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
の
製
作
者 
成な

り
た
と
お
る

田
亨
氏
監
修
の
鬼
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
酒し

ゅ
て
ん呑
童ど

う
じ子
の
里
な

ど
、
珍
し
い
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

毎
年
８
月
の
「
く
の
一
武
道
大
会　

丹

波
福
知
山
の
段
」
や
「
福
知
山
ド
ッ
コ
イ

セ
ま
つ
り
」「
ド
ッ
コ
イ
セ
福
知
山
花
火

大
会
」
は
、
近
畿
・
全
国
か
ら
城
下
町
福

知
山
に
多
く
の
人
が
訪
れ
る
人
気
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
さ
ら
に
１
万
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
全
国
か
ら
集
結
す
る
秋
の
「
福
知

山
マ
ラ
ソ
ン
」
で
は
、
地
元
の
食
材
・
ス

イ
ー
ツ
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
も
大
好
評

を
博
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
皆

さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
心
よ

り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
福
知
山
城 

福
知
山
踊
り“
ド
ッ
コ
イ
セ
！
”

　

明
智
光
秀
が
丹
波
平
定
の
際
に
築
城

し
た
福
知
山
城
。
当
時
の
ま
ま
残
る
石

垣
に
は
、
寺
院
や
墓
所
な
ど
か
ら
運
ん

だ
宝ほ

う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
や
五ご

り
ん
と
う

輪
塔
な
ど
の
転
用
石

が
多
く
使
用
さ
れ
、
今
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
戦
国
時
代
を

題
材
に
し
た
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
や
、
珍
百

景
を
認
定
す
る
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
数
多
く
放

映
さ
れ
て
お
り
、
福
知
山
市
の
全
国
発

信
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
８
月
に
、
福
知
山
城
の

城
下
町
で
「
ド
ッ
コ
イ
セ
！
」
の
掛
け
声

と
と
も
に
に
ぎ
や
か
に
連
な
る
「
福
知
山

踊
り
」
は
、
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
踊
り
と

し
て
伝
え
ら
れ
、
今
か
ら
４
０
０
年
以

上
前
の
戦
国
時
代
に
、
織お

だ田
信の

ぶ
な
が長
の
命

令
を
受
け
て
丹
波
を
平
定
し
た
武
将
・

明
智
光
秀
が
福
知
山
城
を
築
城
す
る
際
、

城
建
設
に
あ
た
っ
た
人
た
ち
が
石
材
や

木
材
を
運
び
な
が
ら
「
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
・

ド
ッ
コ
イ
シ
ョ
」
と
手
ぶ
り
、
足
ぶ
り
面

白
く
歌
い
出
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
明
智
光
秀
は
、
本
能
寺
の
変

で
主
君
織
田
信
長
を
討
っ
た
反
逆
者
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
福
知
山
に

と
っ
て
は
、
城
を
築
き
、
由
良
川
に
堤
防

を
つ
く
り
、
ま
た
税
金
を
免
除
し
て
ま
ち

づ
く
り
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
恩
人
で
あ

り
、
福
知
山
音
頭
の
歌
詞
に
も
光
秀
を
た

た
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
市
内
で
毎
年

開
催
さ
れ
る「
御ご

り
ょ
う
た
い
さ
い

霊
大
祭
」も
、
江
戸
時
代

に
光
秀
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
始
ま
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

鬼
伝
説
が
残
る 

酒し
ゅ
て
ん
ど
う
じ

呑
童
子
の
里
！

　
「
昔　

丹
波
の
大
江
山　

鬼
ど
も
多
く

こ
も
り
い
て
」
と
唱
歌
に
も
歌
わ
れ
た
大

江
山
の
鬼
伝
説
。
大
江
山
に
伝
わ
る
３

つ
の
鬼
伝
説
の
中
で
も
平
安
時
代
の
中

ご
ろ
、
京
の
都
で
暴
れ
て
い
た
大
江
山

に
住
む
酒
呑
童
子
が
、
源

み
な
も
と
の
ら
い
こ
う

頼
光
を
は
じ

め
と
し
た
４
人
の
従
者
た
ち
に
よ
っ
て

退
治
さ
れ
た
と
い
う
「
酒
呑
童
子
」
伝
説

が
最
も
有
名
で
、
本
市
の
大
江
地
域
で

は
、
鬼
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
を
合
併
前

か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

伝
説
に
由
来
す
る
地
域
で
は
、
今
で

も「
鬼
の
足
跡
」「
頼
光
の
腰
掛
け
岩
」「
鬼

飛
岩
」
な
ど
の
遺
跡
散
策
が
で
き
、
併
せ

て
遊
歩
道
や
吊
り
橋
、
鬼
に
特
化
し
た

博
物
館
・
宿
泊
施
設
な
ど
を
備
え
た
「
酒

呑
童
子
の
里
」
を
整
備
し
た
ほ
か
、
各
所

に
鬼
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
や

全
国
の
鬼
師
に
よ
る
鬼
瓦
作
品
を
設
置

す
る
な
ど
、
散
策
が
楽
し
め
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
、
京
都
府
内
で
開

催
し
た
国
民
文
化
祭
を
契
機
に
、
北
は

北
海
道
登
別
市
か
ら
、
南
は
鹿
児
島
県

曽
於
市
ま
で
の
全
国
14
の
「
鬼
伝
説
の
ま

ち
」
が
本
市
に
集
い
、「
全
国
鬼
サ
ミ
ッ

ト
」を
７
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
各
市
町
の
代
表
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
鬼
の
ま
ち
づ
く
り
を
報
告

し
、
共
に
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
鬼

サ
ミ
ッ
ト
宣
言
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
同
地
域
で
は
京
都

府
内
で
初
の
「
ど
ぶ
ろ
く
（
濁
酒
）
特
区
」

に
認
定
さ
れ
、
地
元
の
製
造
免
許
取
得

者
に
よ
る「
鬼
」や「
大
江
山
」に
ち
な
ん

だ
ど
ぶ
ろ
く
が
続
々
登
場
・
販
売
さ
れ
、

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ら
大
江
山
の
鬼
を

福
知
山
全
体
の
宝
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
次
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
心
強
い
応
援
団 

「
福
知
山
ド
ッ
コ
イ
セ
大
使
」

　

福
知
山
の
出
身
者
に
は
、
名
誉
市
民

で
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
の
下

し
も
む
ら
お
さ
む

村
脩

氏
や
、
日
本
画
家
で
文
化
勲
章
受
章
者

の
故
佐さ

と
う藤

太た
い
せ
い清

氏
を
は
じ
め
、
全
国
や

世
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
が
多
く
お

ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
現
在
メ
デ
ィ

ア
な
ど
を
通
じ
て
、
福
知
山
の
情
報
を

全
国
に
発
信
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
、

「
ふ
る
さ
と
応
援
団
“
ド
ッ
コ
イ
セ
大

使
”」
に
任
命
し
て
お
り
、
小こ

ば
し橋
建け

ん
た太
氏

（
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
）を
は
じ
め
、
水み

ず
の野
直な

お
み己

氏
（
パ
テ
ィ
シ
エ
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
開

催
の
世
界
大
会
「
ワ
ー
ル
ド
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
０
７
」
総
合
優
勝
）、

千
原
兄
弟
（
お
笑
い
コ
ン
ビ
）
の
千
原
せ

い
じ
氏
、
千
原
ジ
ュ
ニ
ア
氏
に
福
知
山

の
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
、
地
元
の
講
演
会
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
ご
参
加
い
た
だ
く
な

ど
、
福
知
山
の
活
性
化
と
情
報
発
信
に

協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ら
恵
ま
れ
た
豊
か
な

人
材
と
自
然
環
境
、
先
人
の
郷
土
へ
の
熱

き
思
い
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
資
産
・
文
化

を
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、「
北
近
畿
を

リ
ー
ド
す
る
創
造
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
、
街
中
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
誰

も
が
生
き
生
き
と
、
安
心
・
安
全
・
快
適

に
暮
ら
せ
る
「
行
っ
て
み
た
い
、
住
ん
で

み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
、
人
々

を
引
き
つ
け
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
、
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

福ふ

く

ち

や

ま

知
山
市（
京
都
府
）

福
知
山
市
長
　
松ま

つ
や
ま山
正ま

さ

じ治

「
行
っ
て
み
た
い
、住
ん
で
み
た
い
、住
ん
で
よ
か
っ
た
」

人
々
を
引
き
つ
け
る
魅
力
あ
る
ま
ち
に

福知山城と福知山踊り
“ウリ坊とみわちゃん”の２匹は今でも
福知山市動物園で見ることができる

◆ 

面
積　
　

５
５
２
・
57
㎢

◆ 

人
口　
　

８
万
１
７
４
２
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
５
０
５
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
北
近
畿
を
リ
ー
ド
す
る
創

造
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
城
下
町
、
明
治
以
降
は
商

都
と
し
て
発
展
。
丹
後
天
橋
立
大
江
山
国

定
公
園
や
、
由
良
川
な
ど
風
光
明め

い
び媚

な
自

然
に
包
ま
れ
た
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
１
月
１
日
、
三

和
町
、
夜
久
野
町
、
大
江
町
を
編
入
合
併

〔
特
産
品
〕
丹
波
松
茸
・
丹
波
栗
、
丹
波
大
納

言
、
丹
波
黒
大
豆
、
き
ゅ
う
り
、
京
ブ
ラ
ン

ド
産
品
（
紫
ず
き
ん
等
）、
葡
萄
、
鮎
な
ど

〔
観
光
〕
福
知
山
城
、
福
知
山
市
佐
藤
太
清

記
念
美
術
館
、三
段
池
公
園
、大
原
の
産
屋
、

農
匠
の
郷
や
く
の
、
大
江
山
・
酒
呑
童
子

の
里
な
ど

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
福
知
山
お
城
祭
り
、
み
わ
鮎

ま
つ
り
、
福
知
山
ド
ッ
コ
イ
セ
ま
つ
り
・
花

火
大
会
、
や
く
の
高
原
ま
つ
り
、
額
田
の

ダ
シ
、
大
江
山
酒
呑
童
子
祭
り
、
福
知
山

マ
ラ
ソ
ン
、
佐
藤
太
清
賞
公
募
美
術
展
な
ど

福知山市長

松山正治

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

福知山市

京都市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

江
田
島
市
は
、
広
島
県
の
南
西
部
に

位
置
し
、
面
積
は
約
１
０
０
㎢
、
人
口

は
約
２
万
８
０
０
０
人
。
平
成
16
年
11

月
１
日
に
、
江
田
島
町
、
能
美
町
、
沖

美
町
お
よ
び
大
柿
町
の
４
つ
の
町
が
合

併
し
て
か
ら
、
本
年
で
８
年
目
を
迎
え

ま
す
。

　

本
市
は
、
広
島
湾
に
浮
か
ぶ
江
田
島
、

能
美
島
と
そ
の
周
辺
に
点
在
す
る
島
々

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
海
上
距
離
で
広

島
市
か
ら
７
・
５
㎞
、
呉
市
か
ら
は
６
㎞

の
位
置
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
か
ら
広
島
市
や
呉

市
へ
の
通
勤
・
通
学
者
の
多
く
は
航
路

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
特
に
広
島
港
に

向
け
て
は
大
き
く
３
つ
の
航
路
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
の
１
つ
を
市
の
企
業
局
が
運

航
し
て
い
る
の
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

産
業
で
は
、
瀬
戸
内
海
の
自
然
を
生

か
し
た
漁
業
や
農
業
が
盛
ん
で
、
穏
や

か
な
海
で
特
産
物
の
カ
キ
が
養
殖
さ
れ

る
ほ
か
、
日
当
た
り
の
よ
い
斜
面
を
利

用
し
て
柑か

ん
き
つ橘
類
、
花
、
野
菜
が
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
カ
キ
に
つ
い
て
は
、

む
き
身
の
生
産
量
は
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
、
近
年
で
は
夏
カ
キ
を
生
産
し
て
、

「
ひ
と
つ
ぶ
く
ん
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
る
海

上
自
衛
隊
（
旧
海
軍
兵
学
校
）
や
、
江
田

島
青
少
年
交
流
の
家
を
は
じ
め
、
海
水

浴
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
も
楽
し
め
る
島
と

し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
合
併
後
、
自
然

と
の
共
生
・
都
市
と
の
交
流
に
よ
る「『
海

生
交
流
都
市
』
え
た
じ
ま
」
を
将
来
像
と

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
が
顕
著

で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
や
生
活
航
路
維

持
の
問
題
、
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
現
在
、
長

期
的
な
展
望
に
立
っ
た
さ
ら
な
る
活
性

化
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に 

活
性
化
を
考
え
る

①
オ
リ
ー
ブ
の
ま
ち
に

　

本
市
の
特
産
品
の
柑
橘
類
も
、
生
産

者
の
高
齢
化
に
よ
り
、
従
事
者
が
年
々

減
っ
て
き
て
お
り
、
担
い
手
不
足
が
深

刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
遊

休
農
地
や
荒
廃
農
地
が
さ
ら
に
増
え
る

こ
と
と
な
り
、
有
害
鳥
獣
被
害
も
多
く

な
る
と
い
っ
た
悪
循
環
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

農
業
振
興
に
は
大
規
模
な
農
地
で
効

率
よ
く
従
事
で
き
る
基
盤
が
重
要
で
す

が
、
本
市
に
は
大
規
模
な
農
地
が
少
な

く
、
水
の
確
保
が
難
し
い
と
い
っ
た
島

し
ょ
部
特
有
の
地
理
的
な
難
点
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
た
な
農
業
品
目
と
し
て
、

栽
培
が
比
較
的
容
易
で
取
り
組
み
や
す

く
、
水
の
確
保
も
ほ
か
の
品
目
よ
り
は

少
な
く
て
済
む「
オ
リ
ー
ブ
」に
注
目
し
、

小
豆
島
の
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
企

業
参
入
や
市
民
の
手
に
よ
る
栽
培
な
ど
、

耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
と
し
て
、
全
市

的
に
「
オ
リ
ー
ブ
」
振
興
に
力
を
入
れ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
市
民
と
と
も
に
修
学
旅
行
誘
致
を

　

観
光
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
海
上
自

衛
隊
（
旧
海
軍
兵
学
校
）
へ
の
見
学
者
は

多
い
も
の
の
、
市
内
の
ほ
か
の
地
域
へ

周
遊
す
る
ル
ー
ト
が
少
な
く
、
せ
っ
か

く
訪
れ
た
観
光
客
も
す
ぐ
に
市
外
へ
移

動
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
状
況
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
内
に

大
規
模
な
宿
泊
施
設
が
な
い
と
い
っ
た

こ
と
が
一
つ
の
要
因
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
民
泊
（
農
家
・
漁
家
に
よ
る

体
験
型
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）
に
よ
り
江
田

島
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
て
も
ら
お

う
と
考
え
、
民
泊
型
の
修
学
旅
行
の
誘

致
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
現
在
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
声
を
掛

け
て
、
受
け
入
れ
態
勢
を
整
備
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
広
島
市
の
原
爆
ド
ー
ム
、

廿
日
市
市
の
宮
島
、
四
国
の
松
山
市
も

す
ぐ
近
く
に
あ
る
と
い
う
利
点
も
あ
り
、

問
い
合
わ
せ
も
多
く
い
た
だ
い
て
、
平
成

24
年
度
の
10
月
に
は
奈
良
県
の
高
校
の

修
学
旅
行
の
誘
致
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
に 

フ
ェ
リ
ー
貸
与

　

３
・
11
の
大
震
災
で
、
被
災
さ
れ
た

気
仙
沼
市
の
大
島
と
本
土
を
結
ぶ
フ
ェ

リ
ー
航
路
を
再
開
す
る
た
め
、
本
市
の

所
有
す
る
フ
ェ
リ
ー
「
ド
リ
ー
ム
の
う

み
」
を
無
償
で
貸
出
し
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
と
き
の
経
緯
を
簡
単
に
申
し
上
げ

ま
す
と
、
本
市
の
所
有
す
る
フ
ェ
リ
ー

は
、
合
理
化
・
効
率
化
に
よ
り
高
速
船

に
特
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、
売
船
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
後
、
被
災

地
の
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
で

き
る
限
り
の
支
援
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
仲
介
者
か
ら
フ
ェ
リ
ー

を
提
供
し
て
ほ
し
い
と
の
お
話
を
い
た

だ
き
、
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
こ
の
航
路
は
、

災
害
復
旧
の
た
め
の
資
材
運
搬
や
、
が

れ
き
の
搬
出
な
ど
の
大
型
車
両
の
運
搬

に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
乗
船
人
員
も
半

年
間
で
約
20
万
人
の
方
が
こ
の
フ
ェ

リ
ー
を
利
用
し
た
と
い
う
実
績
が
出
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

市
民
も
こ
の
「
ド
リ
ー
ム
の
う
み
」
が

被
災
地
の
災
害
復
旧
・
復
興
の
た
め
に

役
立
っ
て
い
る
こ
と
に
大
変
喜
ん
で
お

り
、
市
と
し
て
も
引
き
続
き
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

今
後
、
地
域
主
権
改
革
が
進
む
中
、

個
性
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
、
地
域
間
の
競
争
も
激
し
く
な
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
震
災
発
生
後
、
地

域
で
助
け
合
う
共
助
の
意
識
が
一
層
高

ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
市
民
と
協
働
で「
元
気
に
あ
ふ
れ
」

「
住
ん
で
み
た
い
・
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

「
訪
れ
た
い
・
訪
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
感

じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
引
き

続
い
て
「『
海
生
交
流
都
市
』
え
た
じ
ま
」

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、

新
し
い
こ
と
に
も
ど
ん
ど
ん
ト
ラ
イ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

江え

た

じ

ま

田
島
市（
広
島
県
）

江
田
島
市
長
　
田た

な

か

た

つ

み

中
達
美

「『
海
生
交
流
都
市
』え
た
じ
ま
」の 

新
た
な
ト
ラ
イ

震災復興支援に貢献するフェリー「ドリームのうみ」 シラス漁体験をする中学生

◆ 

面
積　
　

１
０
０
・
97
㎢

◆ 

人
口　
　

２
万
７
２
３
３
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
３
３
６
９
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
自
然
と
の
共
生
・
都
市
と

の
交
流
に
よ
る
『
海
生
交
流
都
市
』

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
10
の

島
々
か
ら
な
る
江
田
島
市
。
温
暖
な
気
候

と
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
16
年
11
月
１
日
、
江

田
島
町
・
能
美
町
・
沖
美
町
・
大
柿
町
の
４
町

が
合
併

〔
特
産
品
〕
カ
キ
、
み
か
ん
、
花
（
菊
・
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
イ
ト
ピ
ー
）、
オ
リ
ー
ブ

〔
観
光
〕
み
か
ん
狩
り
、い
ち
ご
狩
り
、登
山
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
海
上
自
衛
隊
（
旧
海
軍
兵

学
校
）

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
ヒ
ロ
シ
マ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｎ
マ
ラ

ソ
ン
、
江
田
島
市
か
き
カ
キ
マ
ラ
ソ
ン
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
江
田
島
、
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
タ
江
田
島
、
の
う
み
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

江田島市長

田中達美

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

江田島市

広島市


